












研究目的 

今年度は山村班の最終年度になるので,以下の事項を研究目的とした。 

1)昭和 56 年 10 月から昭和 60 年 9 月までの 4年間の奇形発生状況を検討する。 

2)奇形発生に影響する要因のうち特に近親婚と妊婦の喫煙について検討する。 

3)神奈川班におけるマーカー奇形の再評価をおこなう。 

4)モニタリングで発見された児の早期医療システムを組むための基礎資料を得る。 

5)結合双生児の発生状況を調査する。 


